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—129th Bungeiken Metropolis  Seminar— 

 ௻௼௽௾௿９月６日（日）９時３０分～１２時３０分 

 ௻௼௽௾௿大東文化会館 404 研修室（ உஊ஋஌஍எ池袋駅より各停で 15 分、東武東

上線「東武練馬」駅下車２～４分。大東文化大学板橋キャンパスとお間違えなく） 

 ௻௼௽௾௿テーマ 9・10 月文芸教材、これだけはおさえよう 

報告①：「ワニのおじいさんのたからもの」（川崎洋 

教出・２年、東書 3 年） 

  報告：山中吾郎さん（東京文芸研 大東文化大学） 

報告②：「ごんぎつね」（新美南吉 光村、東書、教出・４年） 

報告：上西信夫（東京文芸研 元千葉県小学校） 

報告③：「やまなし」（宮沢賢治 光村・6 年） 

報告：淘
ゆ り

江
え

正仁さん（東京文芸研 明星学園小学校） 

 ௻௼௽௾௿参加申込（ハイブリッド方式）現地参加は先着 40 名とさせていただきます。

申し込みについては、現地参加の方も下記ピーティックスからの申し込みをお願いします。

現地参加・オンライン参加共に 500 円 

参加申し込みは https://bms202609-bungei-tokyo.peatix.com/ から 

 

 

 
 

【文芸研東京学習会（BMS）連絡先】上西信夫 ✉→nobu.uenishi@outlook.jp 
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国語ヤバイよ！～ものの見方・考え方を育てる国語の授業～   2026/0８/11 信天翁
ア ホ ウ ド リ

記  

東京文芸研学習会  

—129th Bungeiken Metropolis  Seminar— 

///文芸研 60 回記念大阪大会への参加ありがとうございました！/// 

 
 芙蓉ࢠ࢛࢚࢜࢝࢞࢟ 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ大阪大会１日目、全体会会場ではＢＭＳ例会常連の三重の阿波さん、神奈川の佐藤さん、

「文芸教育」誌で連載が始まった秋田大・髙橋茉由さん、前「教育のつどい」国語分科会共

同研究者だった荻野さん、16 回大会の実行委員長だった宮崎さんからもご挨拶をいただく。

東京文芸研からは、レポータの西さん、小松さん、上西。司会＋ZOOM 担当係の山中さん、

舞台係の泉川さん、長谷川さん、明星学園から根岸さん（レポータ）、松園さん、伊藤さん

も現地参加。佐藤幸雄さんはオンライン参加とうかがっている。辻委員長の基調提案では、

ゲストの鈴木大裕さんの話とも共鳴し、国語科教育の現状と未来を社会の構造的問題との

相関でとらえていくことの重要性が提起された。赤穂徳郁（なるみ）さんの実践報告は、一昨

年徳島大会の山中尊生（のぶお）報告、昨年千葉大会の秋山亮介報告に続き秀逸の内容であっ

た。赤穂さんの文芸研での学びでの成長が、明るく元気な赤穂さんというイメージプラス、

授業構想力を我が物にした専門職としての本物の教師に育ちつつある具体的風骨として、

内から滲み出る美の典型として確認した次第。全体会は文芸研らしい内容の濃い、彩のある

大会になった。休憩時にいろいろと質問してきた真直な青年がいた。京大大学院のⅠさんと

いい、国語科の教科内容に関心があり、文芸研の関連系統指導案の先駆性・独自性に注目し、
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もっと知りたいとのこと。このような学究の徒がいることに希望を見い出す。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ大会 2 日目分科会。ひょんなことから最後のレポート機会をいただき、レポートは根岸

さんの授業報告も含めて 100 ページを超えるものとなった。コンパクトなレポートをとい

う申し合わせに反し申し訳なく思うが、若い世代への置き土産だと思っていただければ幸

いである。（BMS＋八王子基礎講座参加者の方で、レポートデータ所望の方はメールでご

連絡ください。会員の方は「文芸研 HP→会員専用ページ→2026 春の実践研レポート→詩

分科会レポート」でも閲覧できます）詩人で俳人の山本純子さんも参加されご挨拶。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ分科会レポータを務めた「絵本」分科会の西さん、「文芸学」の角さん、「ものの見方・

考え方」の大田さん、「くじらぐも」の田井さん、「注文の多い料理店」の酒井さん、「海

のいのち」の矢野（若林）さんたちは、みんなポスト西郷先生の青年学校で学んだ青年教師

である。レポータの任は、いわば「成木責め」の風習のようなものである。レポータは“自

分には荷が重い”“まだ力不足”“無理無理”と尻込みするのが常だが、三役やサークルの

先輩から「成るか成らぬか、成らねば切るぞ」（“ハイ”か“イエス”のどちらか）と責め

られて仕方なく、「成ります、成ります」と始めたことが、先の赤穂さんたちのように教師

として自立していく一歩となり、その積み重ねが立派な実をつけ衆目が認める「作文」分科

会の斎藤さん、「説明文」の松山さん、「モチモチの木」の秋山さん、「ごんぎつね」の吉

田さん——文芸研を牽引する実践家として、あるいは山中尊生さんのように運動家・組織者

としての現在に繋がる。ベテランの小松さん（「少年の日の思い出」）、永渕さん（「お手

紙」）、村尾さん（「詩」）、池間さん・西脇さん（「文芸学」）、清田さん（「ものの見

方・考え方」）…たちもそうだったということは言うまでもない。新進気鋭の青年層、特設

「平和」の浅海さんも含めて脂の乗り切った中堅層、熟練のベテラン層とゆずり葉のごとく

これからも文芸研のバトンを繋げていくことを切に願っている。そのためには青年学校に

代わる若手の結集をどう組織していくかが喫緊の課題だと思う。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ辻委員長の２期目、副委員長の佐々木さん・同曽根さん・同山中吾郎さん・同山中尊生

さん・事務局長の酒井さんら三役＋全国委員体制が機能し、情勢を見据えた的確な方針を立

て、ハードルを一つひとつ越えていく様子は見事である。民主的で強靭な集団指導体制をの

心願成就——“ご意見番”の出番はまったくなくなりお払い箱——喜ばしい限りである。 

    

岐
阜
盆
提
灯 
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記 

 

1．期 日   2026 年９月６日（日）９時 30 分～１２時 30 分  

２．会 場   大東文化会館 404 研修室／オンライン参加可のハイブリッド方式 

（池袋駅より各停で 15 分、東武東上線「東武練馬」駅下車２～４分。大東 

文化大学板橋キャンパスとお間違えなく） 

 

３．内 容  テーマ：9・10 月の文芸教材、これだけはおさえよう 

報告①： 「ワニのおじいさんのたからもの」（川崎洋／教出・２年、東書 3 年） 

     報告：山中吾郎さん（東京文芸研 大東文化大学） 

報告②： 「ごんぎつね」（新美南吉／光村 東書 教出・４年） 

報告：上西信夫（東京文芸研 元千葉県小学校） 

報告③： 「やまなし」（宮沢賢治／光村・6 年） 

報告：淘
ゆり

江
え

正仁さん（東京文芸研 明星学園小学校） 

 

４．主催・参加費・申し込み 東京文芸研／現地参加・オンライン参加とも５00 円 

参加申し込みは https://bms202609-bungei-tokyo.peatix.com/ から 

（一週間前には申し込みができるように準備をします。問い合わせ 事務局・西さん） 

以上 

 

 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ次回９月例会は、「9 ・10 月の文芸教材、これだけはおさえよう」のテーマで、「ワニの

おじいさんのたからもの」「ごんぎつね」「やまなし」の 3 教材。どれも定番教材として魅

力的な教材です。 

次回もハイブリッド方式で行いますが、現地参加は先着 40 名とさせていただきます。申

し込みについては、現地参加の方もオンライン参加の方も下記ピーティックスからの申し

込みをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会後、例会で扱う教材以外の個別の相談にも応じています。事前に連絡をください。カ

ンとセンスとブームの国語の授業からの脱却、教科書会社の指導書・赤刷り・ワークシート

に頼らない授業構想力の獲得——視点・形象の相関をふまえた切実な共体験の形成、文芸体

験の思想化・典型化の授業づくりをめざします。 

23 年夏の山口大会、24 年の徳島大会、25 年の千葉大会、26 年の大阪大会、オンライ

ンセミナー、「国語の教室」、各地の講座で初めて文芸研の理論と実践に接し興味をもたれた
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方、国語の授業づくりに困っている方、深い学びをと願っている方、教職をめざしている方、

元青年学校受講生の方、各地のサークル例会が開催困難なサークル会員の方々……の参加

をお待ちしています。 

 

🔔インフォメーション 

▼今年度の BMS 例会予定（原則毎月第１日曜日）9 時 30 分～12 時 30 分大東文化会館                

 

焼きトウモロコシ（日光から片品村の国道ࢠ࢛࢚࢜࢝࢞࢟  120 号は 

とうもろこし街道と呼ばれて、直売所が立ち並ぶ） 

 

▼「教育のつどい」—全国教研集会 2026 イン愛知 8 月 21～23 日 名古屋市 山中吾

郎さん、国語分科会共同研究者の任。 

▼文芸研オンラインセミナー ❶8 月 29 日（土）19 時～21 時 「ちいちゃんのかげお

くり」「大造じいさんとガン」 ❷８月３０日（日）９時３０分～１１時３０分 詩「かた

つむり」「われは草なり」「生きる」 ❸９月６日（日）９時～１１時「一つの花」 詳細は

文芸研 HP 学習会案内をご覧ください。 

▽「文芸教育」（西郷竹彦創刊・文芸研編・新読書社刊）13９号 最新刊 特集「『こなす』

だけの授業をのりこえる」／138 号 特集「小学校教科書の詩教材 豊かに深く授業する」 

／13７号 特集「国語の授業で平和学習を」好評発売中！ 各号 1700 円＋税 バックナ

ンバーあります。年間購読をお願いします。例会でも用意します。 

▽光村版・新教科書指導ハンドブック（学年別）発売中／新読書社より各学年 170０円＋

税 セット割引有／この学年でどんな〈ものの見方・考え方〉を育てるかの観点で編集 

▽文芸研授業シリーズ好評刊行中！ 第 1 弾「たぬきの糸車」（新読書社）・第 2 弾「一 

つの花」・第 3 弾「おおきなかぶ」・第４弾「わらぐつの中の神様」・第 5 弾新刊「サーカ 

スのライオン」／教材分析と授業構想・授業記録がこの一冊に。板書や発問が参考にでき使

いやすい・わかりやすいと好評。入門書として最適です。各 100０円＋税 

（東武東上線「東武練馬」駅下車 4 分） 

・９月６日（日）大東文化会館 

・10 月４日（日）大東文化会館（予定） 

・11 月１日（日）大東文化会館（予定） 

・12 月６日（日）大東文化会館（予定） 

・1 月 1０日（日）大東文化会館（予定） 

・２月７日（日）大東文化会館（予定）   

・３月７日（日）大東文化会館（予定） 

※期日・会場は予定です。直前の HP 掲載の BMS 

例会案内で確かめてください。 
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奥葉子著 新読書社 1000 円  辻惠子著 新読書社 1000 円   文芸研編 明治図書 

 

 

 உஊ஋஌஍எ

 

大東文化会館へのアクセス：池袋駅より東武東上線各停で 7 駅（約 15 分）、東武練馬駅（大東

文化大学前）下車。どの出口からも徒歩 2～4 分／学習会会場は K404 研修室 （40 人収容）、

板橋キャンパスと間違えないでね 
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9 時から 13 時まで借りています。（山中吾郎さんに尽力いただき、9 月 6 日（日）まで予約済

み。今から予定に入れてください。エデュカス東京（麹町）より大東文化会館までの所要時間が

かかる方もいると思いますが、学習会充実のため引き続き現地参加にご協力ください。 

 

昼休み残り１０分の教室にパンの半額セールの放送（奈良／山添葵） 

十人でいかだを作りレースする琵琶湖の水は結構冷たい（奈良／山添聡介） 

四人部屋で消灯の後くっついて恋バナを聞く湖畔学習（奈良／山添聡介） 

ドアノブがガチャっと鳴ったら秒速でふとんに戻って寝たふりをする（奈良／山添聡介） 

今シーズン初のそうめんつるつると楽しい夏の予感を運ぶ（富山／松田梨子） 

ウエディングドレスの靴は１５センチヒールでだいぶドキドキしている（富山／松田梨子） 

笑ったりしんみりしたり結婚式終わった夜の寿司屋の家族（富山／松田由紀子） 

教え子にふいに呼ばれた「お父さん」親子のようにしばし佇む（八幡／児玉良一）原田直友「き

ょうね」のおとうさん版。投稿氏はやさしい先生なのだろう 

じいちゃんのお米を食べて育った子二歳になりて田植えデビューす（前橋／都木眞知子） 

子ぎつねがピンチの場面「どうしよう…」息子震えて絵本の至福（小田原／中村玲子） 

鈴を振り音を確かめ入り來る盲学校の一年一組（半田／森下久子） 

乳房を枕に双子桃のほほ（市川／吉住威典） 

鼻水に床の汚れに口周り、テーブル、お尻、「拭く」は子育て（ひたちなか／安澤美幸） 

セルフレジ「お金を入れてください」と家出した子の声に似ている（日田／石井かおり） 

悪事から足洗うごと指洗う禁煙する初孫生まれ（日南／宮田隆雄）初孫のために長生きしたいと切

に願う。初孫を抱く指に煙草の臭いが沁みついているのだ 

英語教師数字の六をセックスと高らかに読み男子ざわめく（草津／今川貞夫）中一で英和辞典で

男子が密かに引くのは sex だった 

亡き母の声かもしれず無言にて切れてしまった命日のＴＥＬ（テル）（仙台／沼沢修） 

もう一度聴きたき言葉数あれどひとつなら母の「おかえり」（横浜／松本亜紀） 

数学に初めて心ふるえしは高二の夏の解析概論（東京都／青木公正）高木貞治著の数学のバイブル

と注記 

カラカランふと振り向けば子がひとり静けき団地に熊鈴ひびく（仙台／佐藤譲）シティベア出没 

お湯ってね本当は水なんだよと幼（おさな）は発見得意げに言う（柏／池田優子）記号着地の瞬間 

つばくらめ子らと一緒に出入りする珠算教室の低き天井（太田／川野公子） 

屋台とは影を剥がした男等の影逢ふところ月の虹浮く（霧島／秋野三歩） 

ひとみしりごまかすための酒でした今もそうです夜のひるがお（市原／長井昭二） 

奨学金下して食べたラーメンのひとつ卵の美味かりし日よ（観音寺／篠原俊則）私も給付を受

けた日本育英会一般奨学金は月３０００円だった。インスタントラーメン（乾麺）に卵を落とすささやかな贅沢 
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ポロシャツをきっちりズボンの中に入れ昭和の男向こうから来る（茨木／瀬川幸子） 

山椒の木を飛び回るあげは蝶どの葉に産むかが親にできること（綾瀬／小室安弘） 

田に非（あら）ず帰還困難区域の田十五年経て土にも還れず（大船渡／桃心地） 

どの畑も防草シート掛け延べて畑仕舞急ぐ限界集落（羽咋／北野みや子） 

意味もなき合意の陰に意味もなく死にしイランの幾千の民（五所川原／戸沢大二郎） 

地球こそ奇跡の星だ生き物の楽園なのだ地獄にするな（横須賀／笠原隆司）あの人に 

百花みな果てゆくものと落花せり地は豊穣のしとねとなりぬ（福島／美原凍子） 

８０年輝きいや増す憲法を貶めるごと改憲論議（一関／奥山与惣） 

物価高で特売・値引きのスーパーによく見る彼は同志のごとし（春日部／前川秀樹） 

熊の字は能に四つ足昔からクマの賢さ文字に記（しる）せり（川崎／宇藤順子） 

遠山の金さんも入れていたけれど嫌だサッカー選手のタトゥーの選手（船橋／佐々木美彌

子）タトゥーも口・鼻ピアスも好きになれない 

分け入れば地球の匂ひ夏の草（東村山／内海亨） 

一山をゴッホの如き青葉風（福山／高垣光利） 

曽祖母（ひいそぼ）の傷語り継ぐ沖縄忌（加東／藤原明）今年の沖縄慰霊の日で朗読された亀谷琉奈（豊

見城市豊崎中２年）さんの「生きたいと願った証」のこと 

美輪明宏逝き蛍火の舞い狂う（横浜／飯島幹也）６月２０日歿。１０歳で長崎被爆 

反戦を愛に託してヨイトマケ歌い美輪さん静かに去りぬ（横浜／一石浩司） 

メケ・メケのシスターボーイは平和と愛歌い尽くしてさらりと逝きぬ（武蔵野／山口京子）

メケ・メケ：だから何だっていうの。シスターボーイは女性のような容姿や態度、ことばづかいをした青年男性をさす

昭和期の流行語。アメリカ映画「お茶と同情」（1957）の中で使われた呼称。美輪（丸山）明宏を詠う歌多し 

ヨイトマケのＢ面なりしメケ・メケをいく度も聴けり通学帽のまま（東京都／浅倉修） 

「ヨイトマケ」歌ひて太き綱を引き女も担ひし戦後復興（東京都／上田国博） 

寿司チェーンはさば・あじ・いわしの三貫をブルー・スリーと名づけたるらし（川崎／寺尾

和仳斗）座布団一枚！ 

被災後も能登を離れぬ住職のプレハブの寺に茄子の花咲く（石川県／瀧上裕幸）茄子の花言葉

——つつましい幸福、真実、希望… 

指先に名を撫ぜる人 生きているごとく平和の礎にある名を（観音寺／篠原俊則） 

西方に一礼をして一杯の泡盛を干す慰霊の日の夜（宇都宮／手塚清） 

六月も今日で終われば角打ちで盛切（もっき）りグイと塩一ツマミ（東京都／松木長勝）最も

純なる酒の楽しみ方と評 

ホイッスル聞いて戦いすぐやめるそういうことができているのに（日向／木村修司） 

異次元に繋がってゐる茅の輪かな（長野／福澤健太郎）夏越（なこし）の祓（はらえ）の茅の輪。近く

の稲荷神社で社会科の探検学習での小学生たちと８の字で三度くぐる 

多佳子忌は晶子忌百合と牡丹かな（松山／しのはらまさし）橋本多佳子、与謝野晶子忌は５月２９日、

初夏の季語。 
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アメリカのつつく日本兜虫（福島県伊達／佐藤茂） 

日傘さす男にモネの驚きぬ（大田区／黒崎康夫）フランス印象派クロード・モネ「散歩、日傘をさす女

性」はモネ夫人と幼い息子。最近は暑さ紫外線対策で日傘にハンディファン片手の女子高生とともに男性の日傘も珍し

くなくなった 

ウォーキング散歩ジョギング命懸け熊がよくでるわれらの町では（金沢／竹内一二） 

つまづきもよろめきさへもカウントし歩数計二万京都を歩く（長野県／千葉俊彦） 

梅雨台風七、八号に洗はれて青すがすがし天王山は（枚方／鍵山奈津江）大河で脚光 

忖度のパスと恭順のアシストで無人のゴールを揺らすトランプ（札幌／田巻成男） 

今日もまたルールブックは俺だよとオウンゴールも気にせず蹴り込む（加須／坂入やすのり） 

刑罰で愛国心を強要すそんな日の丸滅びてしまえ（朝霞／岩部博道） 

カボベルデ首都はプライアディアスポラ知らないことはまだまだあって（長野／弥津信子）

ワールドカップで知る 

花火の音が響けば大きさ想われて見えない恐怖を生んでいる国（アメリカ／ダンバー悦子） 

大雨に冠水したる車から断末魔のごと鳴るクラクション（奈良／山添聖子） 

美輪さんの銀巴里跡を夏燕（寝屋川／今西富幸） 

女たちの頭をバチで打つように毎日毎日ダンケイダンシ（久留米／塚本恭子） 

「日の丸」をいかに思ふか叶ふなら戦死の伯父にたづねてみたし（枚方／西山千鶴子） 

お仕着せと出自（しゅつじ）問われど憲法は戦争のない日本を作りぬ（真岡／池葉智） 

国の名や人の名間違うトランプが核のボタンを持ちいる恐怖（観音寺／篠原俊則） 

右アメリカ左ロシアへためらいて水別れゆく最上堺田（もがみさかいだ）（仙台／沼沢修）太平洋

と日本海に流れる堺田分水嶺。どっちに行くのも躊躇する 

大宇宙に地球はひとつ原爆忌（石川県能登町／瀧上裕幸） 

リンドウ（りんどうの花といえࢠ࢛࢚࢜࢝࢞࢟  

ば、映画「男はつらいよ・寅次郎恋歌」編での博の父役・志村喬の台詞を思いだす。マドンナ役は池内淳子だった） 

事務局・西さんから振込先

等の連絡がありましたら、

26 年度の会費納入まだの方

はよろしくお願いします。

（年会費４０００円／退職教

員２０００円） 

併せて「文芸教育」誌年 3

回分（５１００円）、郵送希

望の方は送料込みでの代金と

なります。（スマートレター

3 通分６３０円） 
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 ⶌⶍⶎⶏⶐ疑問だらけの法律が次々と国会を通ってゆく。憲法違反が指摘される「国旗損壊処罰

法」。女性排除・男尊女卑・時代錯誤の「改正皇室典範」。再審制度の見直しもすべて熟議

をすっ飛ばしての性急さ危うさ。与えてはいけない多くの議席を与え、無くしてはいけな

い議席を奪い、させてはいけない人を首相に選んだ結果だ。今夏は日本の国が失おうとし

ているものの大きさを憂う。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ7 月 22 日、40℃越えの酷暑日の模様が報道される中、汗だくホウホウの体で市川市

の研究会に出かけた。東京に転居前や現役時代は、千葉県の船橋や市川、習志野・八千

代、佐倉、松戸・柏の学校や組合学習会から声をかけていただき、文芸研の理論と実践を

紹介してきた。今回久々に市川の千教研特活部会からの依頼であった。かつて市川での

「川とノリオ」学習会で感銘を受け、声をかけてくださったとのこと。その先生の勤務校

の校内研にも 2 学期出かけることになった。「縁は異なもの味なもの」ではなく、西郷文

芸学理論と文芸研の実践が縁になっての今回の話である。今回も話があっちこっちに拡散

し、相変わらずのノーコン・ピッチャーぶりであった。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ高校野球のシーズンとなった。昨夏はハンディーを力に変えた県岐阜商の横山温大選手

が話題になった。彼は岐阜の大学に進学しプロを目指しているという。また教員免許を取

得するための課程も履修しているとのこと。 

子どもの頃夏休みは、ランニングシャツ一丁で暗くなるまで三角ベースに興じていた野

球少年で、球は速いがノーコン・ピッチャーだった私は 7 月も中旬を過ぎると各地の高校

野球予選を紙上やネットで結果を追う。私の母校は今年も一回戦で敗退。（敗れた対戦校

の耐久高校は決勝で智弁和歌山に惜敗）カミさんの母校は準決勝まで進んだが惜敗。今夏

はどんなドラマが生まれるか、大阪大会が終わった後の楽しみである。ビール片手に高校

野球 TV 観戦だが（熊本の皆さん、すみません）、どうしても下馬評の低いチーム、地元

の子が多いチーム、条件の整わない公立校を応援してしまう判官贔屓、臍曲がりである。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ大阪大会前日に和歌山県高野山に祖父母（養父母）と実母の墓参し、線香を手向けてき

た。一の橋から奥の院までの 2km の参道はいつもながら杉木立に囲まれ冷気と霊気に浸

されている。これまた品川を 6 時に発って、新大阪・難波を経て、南海電車に揺られて片

道 2 時間、山上 2 時間滞在の弾丸墓参。その後サウナのような大阪に戻り、枚方での会

議・分科会打ち合わせに駆けつけた次第。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ近日中に会として大阪大会総括が行われ、それを待ちたいと思うが、印象が薄れない内

に大阪大会での到達点を列挙しておきたい。何といっても現地枚方サークルの献身とポジ

ティブな生き方である。民間教育運動冬の時代、否定的条件を並び立てれば切りがない。

そのような中でも青年教師が多く集う日作や全生研の運動に学び、連続プレ・オンライン

セミナーの開催はじめ “やれることは何でもやる”“すべてを飲み込む鯨のような” 旺

盛な食欲=行動力である。ゴールは見えないが“走りながら考える”未来志向の楽天性で
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ある。（そのことが赤字になったというマイナス面もあるが、赤字を十分カバーする財産

となった）堺や交野、宇治での「国語の教室」開催と新たな会員の獲得など原則的な運動

の展開こそ困難な状況を切り開く道であることを改めて実証してくれた。西郷先生から教

えられた「竜は嵐を呼んで天に昇る」という文芸研の運動論を野澤さんから引き継ぎ、そ

れを地で行く枚方サークルの運動から学びたいと思う。 

 前号でも書いたが、その運動の中で大阪で国語 4 団体（大阪綴り方の会・文学教育を語

る会・なにわ作文の会・文芸研）合同学習会が発足したことも特筆に値する。また、手前

味噌で申し訳ないが、詩分科会で明星学園と東京サークルとの共同提案も実現した。大会

規模、サークル規模の縮小を考えたとき、文芸研の主体性を堅持しつつ文芸研のシンパ層

や他団体との共同を実現していくことの必要に迫られている。次回大会から学年別分科会

に領域別分科会を包摂した分科会構成になるとのことを確認した。サブレポート扱いでシ

ンパ層や他団体レポートを位置づけることも可能だろう。 

 ⶌⶍⶎⶏⶐ実践研では、市川さん（豊中）や赤穂さん（宝塚）の気配りのオモテナシに毎回感激し

ていたが、大会でも「ほんま ようこそ 大阪大会」のたこ焼きの絵柄カードが入った飴

の小袋が参加者全員に配られた。熱中症に配慮した細やかなアイディアだと感心した。ど

なたが用意してくれたのだろう。受付・会場・書籍・ZOOM 操作・保育・交流会・会

計・申し込み・大会要項・大会冊子・横断幕や垂れ幕などの表示・講師係はじめ、炎天下

会場への道案内役も含めて大会を支えた縁の下の力持ちの方々に感謝。 

 

 

 

 

 

 

 文芸教育 138 号 1,870 円(本体 1,700 円、税 1 
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残暑お見舞い申し上げます。猛暑日は当たり前、立秋過ぎても暑い日が続きます。少しでも涼感をと今

号もガリガリ君色のページ色にしました。鳩どつと翔（た）つ平和像氷菓子売（酒井鱒吉）🕊   

 


